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１．はじめに
自立支援法の成立などを背景に、近年より多くの
障害者が一般就労できるような支援体制を構築して
いくことが求められている。しかし、障害者の職場
定着が上手くいかず離職してしまうケースも少なく
ない。本多ら（2004）は、受け入れ側から見た就労
等の実態調査を行い、その結果から「実習時には、
受け入れ側が教育的視点を踏まえて判断しているの
に対し、採用時には教育的視点よりはむしろ、即戦
力的な労働力を重視しているのではないかと考えら
れる。」と述べている。ここで述べられている「即戦
力的な労働力」は、就労までの教育の中で培われて
いく必要がある。そして、さらに就労後には、現場
で支援者が、必要に応じて的確な対応方法を伝える
ことが大切であると考えられる。
本研究で対象となった Tさんは、聴覚障害と知的
障害がある聾重複障害者である。中野（2003）は、
「聴覚障害児・者がそうである以上に、聾重複障害
児・者の場合、何にもましてコミュニケーション環
境こそが本人の居心地を大きく作用する。その「障
害」の程度は実に相対的であり、聾児・者に囲まれ
周囲に手話があふれる中で生活するのか、それとも
誰も手話ができない健聴者に囲まれて生活するのか
で、「障害」の重さ自体が大きく変わってくる。（中
略）コミュニケーションが通じないことにより、聴
覚障害以外の障害に対する教育的配慮も十分に行え
ないという結果を引き起こし、本来の心身の障害の
程度以上に「重い障害」となってしまう場合もあり
うる」と指摘する。聴覚障害と知的障害の聾重複障
害児を持つ親はまず、聴覚障害の特別支援学校に通
うのか、知的障害の特別支援学校に通うのかを選択
することになる。その選択がとても重要な意味を持
つ。本研究の対象者である Tさんは知的障害特別支
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援学校で教育を受けて、高等部に入学するまで、通
常の学校で教育を受けており、それまでは聴覚障害
があることが分からなかった。すなわち、Tさんの場
合は学校選択をする段階にも至っていなかったので
ある。知的障害のある聾重複障害児の場合、このよ
うなケースもめずらしくない。知的障害特別支援学
校は聴覚障害特別支援学校よりも聴覚障害に対応し
た教育は行われていない。その結果として、コミュ
ニケーションが通じず、聴覚障害以外の障害に対す
る教育的配慮も十分に行えないという結果を引き起
こし、本来の心身の障害の程度以上に「重い障害」
となってしまう場合もありうる。学校や家庭など聾
重複障害児の生活する環境は、彼らの成長に大きく
関わってくる。
そして、それぞれの学校で教育を受けてきた聾重
複障害児は高等部を卒業し、教育を終えて就労をす
ることになる。聴覚のみの単一障害者の場合で進学
しない場合については、一般就労を前提として進路
先を検討することになるが、聾重複障害者の場合、
知的障害者以上に一般就労の受け入れは難しい（金
澤，2008）。しかしながら、聾重複障害者に対する就
労支援の先行研究は乏しい。そこで、本研究では、
聾重複障害者が就労の際に示す困難について、時に
コミュニケーション上の課題に注目し、その支援方
法を検討することとした。
２．目 的
聾重複障害者である Tさんへの就労支援の実
践を通して、聾重複障害者が一般就労をする際の困
難さについて、特にコミュニケーション上の課題に
注目して検討し、その上で、困難を乗り越えるため
の支援方法を検討することを目的とする。
３．方法
１）対象者
知的障害特別支援学校の卒業生で聴覚障害と知的
障害がある 19歳の男性。支援開始時（高等部 3年 1
月）の主なコミュニケーション手段は口話と筆談。
高等部卒業までは、手話を主なコミュニケーション
手段としたことはなく、聴覚口話や、筆談、身振り
が主要であった。聴覚障害があることが判明したの
が高等部入学後で、補聴器の装用開始もその時から
であった。高等部入学前までは特殊学級（現在の特
別支援学級）に在籍していた。補聴器装着時には聞
き慣れた単語の受聴は可能で、簡単な単語の意味も
理解することができる反面、「忙しい」「誕生日」「ど
うして？」「何？」「いつ？」など、日常的に用いら
れるはずの語彙を獲得していなかった。
２）実践の環境
①Ｇ大学内食堂
従業員は店舗店長 1名、パート職員 25名（平成 22
年 11月）であった。
店舗店長は、他 2店舗の店長業務も兼任している
ため、現場に入ることは少ない。パート職員への指
示等の職場の仕切りは、パートリーダーの職員（職
員Mさん）が行っている。Tさんへの指示・指導も
主にパートリーダーの職員が担当している。
Tさんを雇用するまでに 2人の知的障害者の雇用
経験がある。しかし、聾重複障害者・聴覚障害者の
雇用経験はなかった。
なお Tさんは週 5日、4時間の勤務であった。
②手話サークル
支援者Yが学部 1年の時から所属していた G大
学手話サークル。G大学の学生でなくても参加する
ことは可能。聴覚障害のある社会人の方も参加する
ので、多くの手話を教えてもらうことができ、コミュ
ニケーションもとれる場面であった。活動時間は、
毎週月曜日の午後 5時半～午後 8時。その後に食事
会も行われる。サークルの活動中に音声は使わず、
手話のみでコミュニケーションが行われる。
この手話サークルでの活動を Tさんへのコミュ
ニケーション手段獲得の場の 1つとして用いた。
３）参与観察の方法
①作業時間内
Tさんが G大学内食堂で清掃作業を行う場面で、
始めの 3ヶ月程は支援者が Tさんの側で、仕事の手
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順などを細かく支援しながら観察を行った。支援の
経過に伴い Tさんとの距離を離していき、遠くで観
察を行いながら、支援が必要なときには支援を行っ
た。
②作業時間外
休憩時間や、退勤後に Tさんとコミュニケーショ
ンをとりながら、勉強の時間を作って、勤務をする
上で知る必要のあることを学習する時間を設定し
た。
毎週月曜日にある手話サークルに Tさんと一緒
に通い、Tさんが手話サークル会員とコミュニケー
ションをとったり、手話を学んだりする様子を遠く
で見守った。必要があると感じたときには、Tさんの
近くで支援を行った。
４）観察期間
現場実習：平成 22年 1月～ 6月（1ヶ月に 1度 1
週間から 2週間）
週に 3回～ 5回
本 採 用：平成 22年 7月～平成 23年 3月
週に 1回～ 3回
現場実習期間のうち、1～ 3月は高等部 3年次に
行ったが、卒業後にさらに延長して 4～ 6月にも継
続して実施した。
この期間中、事業所の休業日や支援者Yの教育実
習があったため、6週間程記録を中断した。
５）記録方法および支援方法の検討
支援を実施した日には、ノートに記録をとった。
作業やコミュニケーションをしていく中で、今後の
課題や、変化があった部分を記録した。
支援方法の検討にあたっては、上記の記録を、支
援者Yの指導教員、就労支援プロジェクトメンバー
の障害児教育講座の教員、スーパーバイザーS、実習
受け入れ先の事務所専務、店舗店長、パートリー
ダー、特別支援学校の進路指導主事に記録をメール
で送信し、指導助言をもらうことを通して行った。
４．結果および考察
支援者Yが Tさんの就労支援をしていく中で、T
さんに任されている清掃作業以外の場面の記録に着
目してみると、次のような特徴や変化が明らかに
なった。
１）自分に合ったコミュニケーション手段の獲得
①支援開始時のコミュニケーションの様子
支援者Yが Tさんに関わりはじめた当初、音声の
みで話しかける時よりも、身振りや手話が同時に行
われた時の方がよく相手を見ているのが感じられ
た。音声のみの場合は、視線が合いにくく、分から
なくてもその場しのぎで「はい。」という返事をする
場面が多くあった。同僚職員や支援者に対して Tさ
んからのアプローチは少なく、質問に答えるという
だけの受け身の会話がほとんどであった。このこと
から、Tさんは耳からの情報よりも目からの情報の
方が入りやすいのではないかと感じた。そこで、Tさ
んのコミュニケーション手段に手話を加えること
は、積極的に円滑なコミュニケーションをするため
に有効な手段となるのではないかと考えた。一般就
労の場合には、同僚職員が手話を覚え、Tさんと手話
でコミュニケーションをとるようになることは考え
にくい。しかし、語彙数が少ない Tさんにとって、
手話を通して Tさん自身の内言を育てることは、結
果的に同僚職員と円滑なコミュニケーションをする
ことに寄与するのではないかと考えた。そこで、支
援者Yは Tさんに対して、手話と音声を使って支援
や会話をした。また、Tさんは G大学の手話サーク
ルに週に一度通った。
②手話を獲得していくＴさん
Tさんが初めて手話サークルに行ったのは 4月
19日であった。1時間の学習後に Tさんが以下の内
容を手話で表した。「こんばんは。僕の名前は○○で
す。生まれたところは○○です。年齢は○歳です。
浅間火山が好きです。よろしくお願いします。」Tさ
んはいきいきしていた。Tさんの父親も「こんなにい
きいきとしている息子を見たのは初めて。」と言って
いた。Tさんは紙に知りたい単語を書いて支援者に
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見せて積極的に手話を覚えようとした。現在は、手
話を使い始めて 10ヶ月になるが、表出や読み取りが
可能な単語は今でも増え続け、会話も可能になった。
分からない単語は、指文字で伝えることができる。
手話を学び始めてから、Tさんは、コミュニケーショ
ンに対して積極的になっていった。Tさんはわずか
ながらも手話を獲得したことで、伝わるという経験
を重ねて自信を持ってコミュニケーションがとれる
ようになった。
③言葉と意味の一致 ―「どっち」が通じる―
Tさんは耳からの情報量が少ないため、持ってい
る語彙数がとても少なかった。「どっち？」「忙しい」
「床」「困る」など生まれてから今までに使いそうな
言葉の意味も分からないため会話が成立しなかっ
た。そのために、言葉と意味をつなげる作業が必要
であった。そこで「どっち？」を使った会話の記録
に着目して、言葉と意味がつながるまでの様子とそ
の支援方法を検討した。支援開始当初の 1月の時点
では、筆談でも意味が通じておらず、Tさんの語彙の
中に「どっち？」はないことが分かった。そのため、
支援者Yは Tさんに対して「どっち？」を使った会
話を筆談と音声で頻繁に行った。そして、選択する
様子がみられた時には、賞賛をした。すると、4月に
は筆談で通じるようになった。「どっち？」と聞かれ
たら選択をすれば良いということが Tさんの中で
わかり始めたのである。4月からは、「どっち？」を
使った会話を手話と音声を用いて繰り返し行ったこ
とで、7月には、「どっち？」を使った会話を Tさん
が自分から行っていた。このことから、言葉の使い
方がわかったということと、Tさんの中で言葉と意
味の一致がより一層強くできたことが考えられる。
11月には、同僚職員が音声のみで「どっち？」を使っ
た会話をしたときに、Tさんは答えることができた。
これは、手話と音声を使い「どっち？」を使った会
話を繰り返したことで、使い慣れた単語となり、残
存する聴力の活用と読話がヒントとなって、理解で
きたためと考えられる。Tさんは、手話を使うこと
で、知らなかった言葉に触れる機会が多くなり、言
葉と意味が一致するようになった。
④Ｔさんと同僚職員のコミュニケーションに対す
る意識の変化
手話を使う前の Tさんは、同僚職員に音声で話し
かけられると「どうせわからないだろう。」という意
識からか、視線を合わさず話を聞こうとしない様子
が多くみられた。同僚職員が注意をするときも愛想
笑いをすることで、分からなくて困る状況を回避す
るため、「真剣に聞いているの？」と思われてしまい、
同僚職員は Tさんに話しかけることをやめてし
まっていた。手話を使い始めてからは、Tさんが支援
者Yと手話で話をしている様子を見た同僚職員が
手話に興味を持ち、支援者Yから教わった手話で話
しかけるようになり、Tさんは同僚職員に視線を合
わせるようになった。Tさんには、「わかるかもしれ
ない。」という意識が芽生え始めたと考えられる。「頑
張ってね!」と手話で声をかけられるようになると、
「はい!」と言って笑顔になり一生懸命仕事をする様
子が見られた。6月頃には、Tさんが同僚職員に手話
を教える様子も見られるようになった。これは Tさ
んの同僚職員とコミュニケーションをとりたいとい
う意識の表れであり、同僚職員が手話を覚えてくれ
るかもしれないという期待の表れもあるのではない
かと考えられる。しかし、手話サークルに通い始め
て 3ヶ月ほど経ったときに、Tさんの音声が消えた
ことがあった。手話サークルでは音声は使わないこ
とや、聴覚よりも視覚からの情報が優位な Tさんで
あることから、自然なことであるが、それでは手話
の分からない同僚職員とのコミュニケーションは円
滑にできなくなってしまうため、「手話サークルでは
声はなし。でも職場では声と手話が一緒でないと同
僚職員には伝わらない。」と説明し、職場では音声も
一緒に出すように促した。
２）Ｔさんが社会人であることへの理解
①Ｔさんの戸惑い
Tさんが高等部を卒業し、4月に行われた実習で
は、Tさんの父から「朝、（学校の）制服を着て仕事
に向かおうとしていた。」という報告を受けた。Tさ
んは、それまでに一週間の現場実習を 3回行ってき
ており、そのうちの 2回は高等部在学中の実習で
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あったため、制服で事業所まで来て、更衣室で作業
着に着替えて、実習を行っていた。しかし、卒業後
に行われた 3回目の実習では、「Tさんは、高校は卒
業しました。制服はもう着ません。」という説明をし
た。そのため、私服で出勤をして更衣室で作業着に
着替えるということを学習していた。
それにもかかわらず、4月の実習中に突然、制服で
出勤をしようとした日があったということであっ
た。また、Tさんが仕事に持ってくるリュックには、
高等部のときに使っていたクリアファイルを常に
持ってきていた。ファイルには名札があり、「○○○
○（Tさんの名前）高校生」と Tさんの字で書かれ
ていた。支援者Yが「Tさん、今、高校生？」と聞
くと、愛想笑いをして、名札を隠すような様子が見
られていた。
在学中、Tさんが実習を重ねるようになり、学校に
登校する日が減り、卒業して学校に行かなくなって
いくにつれ、Tさんの勤務態度や表情に変化が表れ
るようになっていった様子は、以下の記録からもう
かがうことができる（記録 1）。
記録 1【平成 22年 3月 5日】
集中力がなくなり、ボーっとしていることが増
える。しばらくみていたが、回数が増え、時間
も長くなってきたため、注意をした。
「やる気がありますか？」「疲れていますか？」
「お家帰る？」等、すこし厳しく声をかける。
しかしその後も、ボーっとする状態は続いた。
気温が暖かいせいか、最終日で疲れがでている
のか…家庭での生活が落ち着いていないのか
な？ということも感じた。
今日は動きも聞こえ方も鈍い。
S先生から「休憩を入れてみるのもリフレッ
シュにつながるかもしれない」という案をいた
だいた。
また、職員とのコミュニケーションのきっかけ作
りのために、自己紹介カードを Tくんと一緒に作成
したのだが、Tくんは、自分の名前を書いた横に「高
校生」と書いていた（記録 2）。
記録 2【平成 22年 4月 12日】
午後は自己紹介カードを作成した。楽しそう
に作成していた。最後の一言で「仕事頑張りま
す。」と書いたのだが、（高校生）と書いていた。
まだ生徒であるという認識があるようだ。そこ
で支援者 Sさんが、「もう Tさんは高校生では
ありません。」と伝えると消していた。
記録 1では、気温や疲れであると考察しているが、
この記録と同じような記録が多かったことから、気
温や疲れもあるかもしれないが、毎日学校に行くの
ではなく、毎日仕事に行くということに疑問を持ち、
自分の置かれている状況に戸惑いながら仕事をして
いるのではないかと考えた。そのため、今の Tさん
の状況を丁寧に確認することができるように勤務終
了後の 1時間で支援者Yと Tさんが話をする場面
を設けた。
②退勤後の学習を通して高校生と大学生と社会人
の違いが分かり始める
記録 3【平成 22年 4月 13日】
「社会人は働く人」と説明した後、ノートに
「高校生」「大学生」「社会人」と書き、「Tさん
はどれですか？」と聞くと、支援者Yの顔色を
伺うようにして「大学生」をさしていた。「違い
ます。大学生は試験を受ける。たくさん勉強が
必要。Tさんは社会人」と、伝えたが、自分の今
の状況を理解できていない様子。今の仕事も「練
習」であることを伝えた。どのようにしたら伝
わるのだろうか。Tさんが納得のいく方法を考
えて伝えたい。
記録 3からもわかるように、退勤後に支援者Yと
学習したところ、Tさんはやはり「高校生」と「大学
生」と「社会人」の違いが分からず、自分が今どの
ような立場にいるのかが理解できないままでいた。
このときに、「高校生」と答えなかったのは、前日の
自己紹介カード作りの際に「もう Tさんは高校生で
はありません。」と支援者 Sに言われたことを覚え
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ていたためと考えられる。この時点では高校生でな
いことに納得をしていないままであったが、消去法
で「高校生」は消え、「社会人」という言葉よりも馴
染みのある「大学生」という言葉を選んだのであろ
う。高等部 3年生のときの担任の話によると「Tさん
は、高等部へは希望をすることによっていつまでで
も居続けられると思っていた。」ということだった。
また、Tさんは、高等部のときには大学内に仮校舎が
あった特別支援学校に通っていたため、大学生と同
じ場所に通い、大学生に憧れを抱いていた。高等部
在学中には、多くの大学生がボランティアや実習生
として Tさんに関わり、Tさんは関わってくれた大
学生にとても憧れていたのだ。周囲の人に「大学生
になりたい。」と何度も言っている様子が見られた。
さらに、Tさんが就職した事業所は、大学内にあった
ため、高校を卒業しても大学に来るということは、
大学生になれたのではないかという勘違いをしてい
たように思う。Tさんが、自分が大学生だと勘違いを
する理由は多くあったのである。「社会人」という言
葉はこれまで Tさんの語彙の中にはなかったよう
で「社会人わかる？」と聞いたところ「わかりませ
ん。」と答えていた。
これらの記録を踏まえて Tさんが社会人である
ことを教えるために、退勤後に学習をする時間を設
定した。
ⅰ）高校生ではないことを理解する。
記録 4【平成 22年 4月 14日】
支援者Y ?Tさんは高校生？」
Tさん ?……。」
支援者Y ?高校生は学校に行く。仕事には行か
ない。」
Tさん ?はい。」
支援者Y ?Tさん、特別支援学校、卒業式し
た？」
Tさん ?した。卒業式した。（笑）」
支援者Y ?卒業式したよね。楽しかったね。（笑）
卒業式した人、高校生終わりです。
ホノルルマラソン楽しかったね。ス
キー楽しかったね。勉強頑張ったね。
高校生 3年間よく頑張りました。卒
業おめでとう。高校生、仕事来なく
て良いです。Tさん高校生ですか？」
Tさん 「違う。」
記録 4にあるように、Tさんが、「卒業した。」と
いった際に笑ったのは、Tさんにとって卒業式が楽
しかったものと考えられる。希望すればずっと高校
に在籍できると思っていたくらい、Tさんにとって
の高校生活はとても楽しいものだったと考えられ
る。そのために「卒業＝高校生終わり」ということ
は理解し難い事実で、理解できないというよりは理
解したくなかったのではないだろうかと考えられ
た。記録 4のような会話を繰り返したり、日々出勤
をしたりすることで Tさんは高校生ではないこと
を徐々に理解していった。
ⅱ）大学生ではないこと、社会人であることを理
解する。
Tさんが高校生ではないことを理解した後に、大
学生であるという勘違いをしていた。前述したよう
に高等部在籍中に Tさんには多くの大学生が、ボラ
ンティアとして、ホノルルマラソンの伴走や、スキー
や、運動会などで関わっており、Tさんは「大学生＝
楽しいことをする人」という認識があった。大学生
に関しても希望をすれば入学できるという考えが
あったため、まずは大学生になるためには入学試験
があること、費用がかかることを説明した。
記録 5【平成 22年 4月 19日】
支援者Y ?試験に合格、大学生になれる。試験
に不合格、大学生なれない。大学、
お金が必要。」
Tさん ?試験頑張る。」
支援者Y ?この本を見てください。難しい？」
（赤本を見せる）
Tさん ?……。頑張ります。」
支援者Y ?この問題を解いてみて。」（三角形の
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角度の問題）
Tさん ?……。わからない。」
支援者Y ?この問題がわからない人は大学に入
るの、難しい。」
Tさん ?……。」
支援者Y ?大学生は毎日お勉強をしています。
一緒に大学行ってみますか？」
Tさん ?はい。」
支援者Y ?分かりました。今日は、Tさんは特別
に大学生です。今日だけだよ。大学
生が何をしているか見てください。」
Tさん ?はい‼」
記録 5のような会話をした後、あらかじめ障害児
教育講座の先生にお願いをしておき、Tさんと一緒
に講義に参加させてもらうことができた。講義が始
まるまでの間、同じ障害児教育講座の同級生にお願
いをして、空き時間を利用して卒業論文に励む 4年
生がいる部屋に Tさんと一緒に行った。この時にい
た 4年生は、ボランティアなどで Tさんに関わった
ことのある人ばかりだった。「講義が始まるまでの
間、何をしていても良いよ。」と Tさんに言葉をかけ
て、支援者Yは自分の卒業論文に取り組んだ。する
と、Tさんは、何をしたら良いかわからず、あたりを
見渡し、時々学生と目が合うと愛想笑いをするだけ
であった。とてもつまらなそうにしていた。そこで
支援者Yが「大学生、勉強しています。Tさんはど
うしますか？」と質問したところ、何も答えなかっ
たので、「いつも持っている火山の本を読みます
か？」と言うと「はい。」と言って読み始めた。いつ
も笑顔で話しかけてくれる大学生が真剣にパソコン
に向かったり、本を読んだりする姿を見て、自分が
思っていたものとはあきらかに違う大学生に、驚い
たかもしれない。講義の時間が来たので Tさんと教
室に向かった。すると教室には大勢の学生がいて、
中には Tさんの知っている学生もいたが、講義中の
ため話しかけず、Tさんは手を振ろうとしていたが、
学生からは手は振り返されないという状況が自然と
できていた。支援者Yは筆談で「大学生勉強中です。
Tさんも今日は一緒に勉強しよう。授業が終わるま
で、静かにする。ノートを出して、黒板、書く。」と
いうように指示をした。それ以降、支援者Yも Tさ
んを気にする様子を 1つも見せずいつものように講
義をうけた。ただ、ノートをとる手が止まったとき
には「ノートをとる。頑張る。」という指示を出した。
授業が終わって Tさんに「どうだった？」と聞くと、
「おもしろかったです。」と言っていた。しかし、講
義中の Tさんの様子は、高等部にいたころのような
に笑顔は一度もなく、ボーっとしている時間が長
かった。Tさんは「どうだった？」と聞くと反射的に
「おもしろかったです。」や「楽しかったです。」と
いうことが多く、この時も反射的に答えたのではな
いかと答えられる。
記録 6【平成 22年 4月 19日】
支援者Y ?大学生、勉強。毎日勉強。大変。で
も、お金もらえない。」
Tさん ?大学生大変。」
支援者Y ?大学生、勉強、お金もらえない。社
会人、仕事、お金もらえる。」
Tさん ?……。」
支援者Y ?Tさん、大学生、社会人どっち？」
Tさん ?社会人。」
支援者 ?そうです! Tさんは社会人。Mさ
ん（パートリーダー）も社会人、I先
生（高等部の先生）も社会人、支援
者Yも来年、社会人。みんな一緒。」
Tさん ?はい!」
３）仕事をすることで感じる幸せ。
ⅰ）もらった給料を使って夢を叶える幸せ。
Tさんは、仕事をしてお金を貯めて、教習所に行っ
たり、車を買ったり、大学に行ったり、ホノルルに
行ったりしたいという夢を周囲の人によく語ってい
た。しかし、どのようにしたらその夢がかなうのか、
そして、その夢の実現にはどのくらいの頑張りが必
要なのか、ということがわからずに、仕事中や休憩
になると支援者Yに聞いてくるということが毎回
のようにあった。仕事中は、仕事に集中するように
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言ったが、休憩の際にはできるだけ Tさんの疑問に
答えられるようにした。誰でも仕事をするというの
は、様々な目的があると思うが、その目的の一つに
は必ず、もらった給料を使って自分の欲求を満たし
たいということがあると思う。Tさんは、仕事をした
ら給料をもらえること、それを使ってやりたいこと
ができることまではわかっていた。しかし、頑張っ
て働いて給料をもらっても、夢がかなう兆しが見え
ないために不安で仕方なかったのだと考えられる。
Tさんは、仕事をしたお金で夢を叶えられることは
分かっていたが、肝心な夢の叶え方が分からなかっ
たのである。
まずは、お金もたくさん必要で、全部一緒に夢を
叶えることは難しいから、1つひとつ夢を叶えてい
こうということを伝えた。すると Tさんは、「車の免
許をとりたい。Aさん（大学生）と 2人、Tさん、
初心者マーク、スキー。」と言っていた。高等部の校
外学習で、大学生のボランティアの女性とスキーを
したことがとても楽しかったようで、免許をとった
ら、Aさんを車に乗せて一緒にスキーをしたいのだ
と伝えてきた。そのため、自動車免許の取得を目標
として掲げ、それに向けて支援をした。ただ、免許
をとりたいということについて、Tさんが、不特定多
数の人に伝えていたため、そのたびに様々な反応を
返されることから、混乱している様子が見られた。
その反応とは例えば、「頑張ればできる。大丈夫。」
や「すごいね。頑張れ。」などの全面的に肯定するも
のや、「まずは仕事をしてください。お金を貯めま
す。」や「免許がとれるかとれないかは、試験を受け
てみないとわからないよ。」という現実を述べている
ものだった。そのために、支援者Yが 1つの正確な
情報を Tさんに伝える必要があった。
記録 7【平成 22年 5月 17日】
前回から、「Tくん仕事をする→お金もらう→
銀行にお金を貯める→ 30万円貯める→教習所
行ける」といったように説明をしている。この
説明にはしっくりきたようで、真剣な表情で自
分の手帳に書いて持ち帰った。
この説明の時に
T「（自分・仕事・もらう・渡す・教習所）」
というように手話で何回も表している。
前回私が手話で表しながら説明したのを覚えて
いるようだった。
ただ、この説明をした後、支援者Yのこの説明は
安易であり、Tさんが誤解をしてしまう説明だった
ことに気付いた。Tさんはお金を貯めれば免許がと
れるというように考えてしまうのではないかという
ことだった。そこで、支援者Yの指導教員や Tさん
の父親に相談をし、交通センターに行って、免許取
得の見込みがあるかどうかの判断を事前に行っても
らうことになった。すると、見込みはあるので、ま
ず筆記試験のみの原付免許をとって、その後普通車
の免許に挑戦する方法が良いのではないかという助
言を頂いてきた。その後の会話では、正確な情報を
伝えることができて、Tさんも納得し、原付免許をと
るために休憩時間や退勤後にテキストを開き勉強を
している様子が見られた。
記録 8【平成 22年 7月 16日】
免許取得について、過程を教えた。
30万貯める→バイクの勉強→バイクの試験→
合格→教習所→車の勉強→効果測定 1→合格→
仮免許試験→合格→車の勉強→効果測定 2→合
格→卒業検定→合格→本検→合格→免許もらえ
る。
というように免許を取るのは難関であること
を伝えた。不合格の場合もあることを伝えた際
には、驚くような表情をし、手話で「合格」と
何度も表していたが、支援者Yが「不合格もあ
る」と何度も表すと仕方なく納得したような表
情をしていた。見通しが持てたようで、ニコニ
コして自分のノートに写していた。
また、Tさんとの会話の中で、Tさんの誤解が分か
り驚かされたことが他にもあった。それは、教習所
の教官についてである（記録 9）。
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記録 9【平成 22年 7月 7日】
I先生と Tさんの毎回のメールのやりとりか
ら、会話を広げていったところ、教習所の教官
は特別支援学校の I先生だと思っていたという
ことがわかった（毎日のように免許取得につい
て I先生にメールをしている Tさんに対し
て）。
支援者Y ?I先生に何をしてもらいたいの？
おしゃべり？ 会いたいの？ 勉強
を教えてもらいたいの？」
Tさん ?勉強です。」
支援者Y ?何の勉強？」Tさん ?教習所で
す。」
支援者Y ?I先生は車の運転を教えることはで
きません。」
Tさん ?え……？？」
支援者Y ?教習所の先生は Tくんの知らない
先生です。」
Tさん ?……」
支援者Y ?I先生も S先生もM先生も教える
ことはできません。」
Tさん ?はい。」
教習所の先生が学校の先生と違うことを理解する
ことは、Tさんにとって自然に分かるということが
どれだけ難しいことなのかということに改めて気付
かされた。Tさんは今までの人生の中でも、これから
の人生でも、こうだと信じ込んでいた事が、実は全
然違っていたという経験が聴覚にも知的にも障害が
ない人に比べて多くあると感じた。
ⅱ）フィードバックを得ることにより感じる幸せ
支援者Yが支援に入る日と入らない日とを比較
すると、Tさんの勤務態度は明らかに違うと同僚職
員から報告を受けたことが多くあった。支援者Yが
いると勤務態度が良いが、支援者Yが支援に入らな
いと勤務態度は悪いということだった。これは、支
援者Yも感じていたことで、支援者Yが隠れて T
さんの様子を見ていると、ボーっとしたり、手話の
練習をしていたり、清掃方法が雑になったりしてい
た。
記録 10【平成 22年 6月 28日】
（窓を集中して拭いていない Tさんに対して）
支援者Y ?どこみて拭いているのですか。」
Tさん ?すみません。」
支援者Y ?これでは、全然きれいになりませ
ん。×です。作業に集中できない人は
帰っていいです。仕事を任せること
はできません。お給料もあげられま
せん。」
Tさん ?え……？」
支援者Y ?一生懸命やりますか、やりません
か。」
Tさん ?やります。」
支援者Y ?はい。がんばってください。」
（もう一度隠れて見ていると今度は集中して拭
いている）
支援者Y ?そうです。○です。Tさんできるね!
Tさんのおかげできれいになる。」
大学生嬉しい。ありがとう。」
Tさん ?はい‼」
５）仕事は辞めさせられてしまうかもしれないとい
うこと
記録 10のように、支援者Yが Tさんを賞賛する
ととても嬉しそうにして、その後の作業を一生懸命
行う様子が見られた。また、食堂に昼食をとりに来
た学生が、「頑張ってね。」と声をかけてくれたとき
にも一生懸命テーブルを拭く様子が見られていた。
このことから、Tさんは支援者Yの存在というより
は、賞賛してくれる人の存在を求めているようだっ
た。この時点では、Tさんはフィードバックをしてく
れる人の存在なしでは、仕事ができないという状況
だったのである。しかし、「人にほめられることが嬉
しくて仕事をする」というのは自然なことであり、
人にほめられれば幸せを感じて仕事ができるという
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Tさんの力でもあった。ただ、一般就労で、厨房等で
働く同僚職員とは離れた場所で、1人で清掃作業を
していくという Tさんに求められていたのは、多く
はフィードバックされない中でも、幸せを感じ、集
中して仕事をしていくということだった。同僚職員
は忙しく働いていたために、Tさんに言葉をかける
余裕もない状況だった。そこで、まずは、1日の最後
にチェックリストを用いて自己評価を行い、パート
リーダーの同僚職員に確認してもらい、フィード
バックを得て幸せを感じることで次の日も頑張るこ
とができること、そして、最終的には、月に 1度も
らう給料をフィードバックとしてとらえ幸せを感じ
ることができるようになることが必要だった。
チェックリストをやり始めてから、1ヶ月ほどたった
ときに、Tさんが自らの仕事ぶりについて点数をつ
けてきたことがあった。
記録 11【平成 22年 10月】
Tさん 「廊下、5点。」
支援者Y「廊下 5点？ 100点じゃないの？」
Tさん 「はい。5点。」
支援者Y「どうして？ さぼっちゃった？」
Tさん 「丁寧じゃなかった。」
支援者Y「そっか。じゃあ明日は頑張れ。」
支援者Yは同僚職員から「Tさんは、休憩室
の廊下はとてもきれいに掃除している。」という
報告を受けたばかりだった。
記録 11のようなことが何度もあった。Tさんが自
己評価を支援者Yに伝える時には共通点があった。
それは、支援者Yが Tさんの支援に入っていないと
きに限っていたことであった。支援者Yが支援に入
るときは、「〇です。」「きれいです。」「汚いです。」
などと 1つの場所が終わるとフィードバックをして
いた。しかし支援に入らない日は、Tさんはその都度
フィードバックをすることができなかったため、1
日の最後の自己評価をその日に支援に入っていな
かった支援者Yに伝えることで、何かしらのフィー
ドバックを求めており、それを次の日の勤務の活力
にしていたのではないかと考えられる。このことか
ら、Tさんが必要とするフィードバックの間隔は、長
くなっていったように感じる。このようにして、最
終的には日々の仕事が給料につながるということが
意識できるようになり、より多くのところで幸せを
感じることができるようになると、Tさんもより仕
事が楽しくなると考えられる。
５．総合考察
本研究では、一般就労をする Tさんの就労支援の
記録から、Tさんが働くことを理解するために知る
必要があったことを考察してきた。Tさんは聴覚障
害と知的障害を持っているために、情報が極めて少
ない中でこれまで生活してきており、たくさんの不
安を抱えていた。しかし、就労をするまでは学校や
家庭という安定した環境に囲まれて、常に支援があ
る中で生活をしていたために、不安も不安と感じな
いような生活ができていたのだと考えられる。そん
な Tさんは、高等部を卒業して 1人で働くという状
況になった時に初めてその不安に気付いたのだ。そ
こで通い始めた手話サークルは、高等部のときに見
られていた Tさんの笑顔を取り戻させてくれた。手
話を知ったときの Tさんの嬉しそうな表情は今で
も忘れられない。手話を使うことで Tさんにできる
限り正確な情報が伝わるようになり、Tさんの気持
ちは安定に向っていった。また、支援者Yがその手
話を使って支援をすることで、見通しを持って仕事
ができるようになったり、同僚職員とのコミュニ
ケーションも楽しめるようになったりした。
そして、Tさんは高等部時代がとても楽しかった
ために、自分が高校生ではなくなってしまったこと
を信じたくなかった様子だった。それは、支援者Y
が実際に社会人になってみて感じることと似ている
と思った。支援者Y自身、学生時代は学生でいるこ
とが楽しすぎて、社会人になることが信じられな
かった。しかし、それは社会人になって仕事ができ
ることの幸せを知らないからであると思う。支援者
Yは、現在、教員として仕事をしているが、疲れる
こともあるが、毎日が楽しくて幸せである。学生も
楽しかったが、学生に戻りたいとは思わない。Tさん
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も同じであると思う。仕事に楽しさを感じ、社会人
に魅力を感じることができるような仕事の環境を作
ることが必要であった。このことから、Tさんが「働
くこと」を知るうえで必要だった支援は次の 3つで
ある。
(ア) Tさんが正確な情報を自然に得られるよう
に Tさん自身が手話を獲得すること。
(イ) 支援者Yが手話を使うことで正確な情報
が Tさんに伝わるようにすること。
(ウ) 社会人であることを嬉しく思い、仕事をす
ることで幸せを感じることができるように
すること。
これらの 3つについて、Tさんに支援することは、
高等部の生徒だった Tさんが社会人となり、一般就
労をしていくためのスタートを切る上で有効であっ
た。
６．終わりに
本研究では、聴覚障害と知的障害のある、聾重複
障害者である Tさんの就労の現場に支援者として
現場に関わることにより、聾重複障害者が一般就労
をする際に必要な支援が明らかになった。だが、Tさ
んが完全に 1人で働ける力が身に付くまでには、よ
り支援が必要である。支援者Yが大学を卒業した後
も他の学生が支援を引き継いで、支援をしている。
Tさんが自立して仕事に取り組めるようになるため
には、支援者の支援はもちろん、同僚職員、学校、
そして Tさんと共に生活する家族の連携があって
初めて実現するものである。今後も Tさんが自立し
た就労ができるように研究を進めていきたい。
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